
疎

學

の
耀

造

暉

學

の

構

造

(
下

炬

の

場

合
)

(
一
)

の

〆

封

本

愛

道

-

國

"

腺
學
に
は
、
ど
う
し
て
も
或

る
、
特
殊
な
構
造
が
考

へ
ら
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
の
で
は
な
い
か
と
思
ば
れ
る
。
尤
も
、

慮
學
と
は
何
ぞ
や
と
か
言

ふ
こ
と
に
な
る
と
、
仲
々
問
題
が
難
か
し
く
な

つ
て
來
て
、
蓮

も
我
々
で
は
間

に
合
ひ
そ

う
に
な

い
。

そ
う
云
ふ
定
義
だ
て
は
、
夫
々
專
問
の
學
者
に
お
願
ひ
す
る
と
し
て
、
兎

に
角
、
灘
學

に
は
或
る
構
造

が
考

へ
ら
れ
る
。

・大
道
無
門

で
は
あ
る
が
、
千
差
有
路

に
違
ひ
は
な

い
。
無
門
の
と
こ
ろ
有
路
で
あ
る
、
筋
道
が
あ

る
の
で
あ

る
。
筋
道
が
、
す
ぐ
に
暉
學
で
は
な

い
が
、
他

の
佛
敏
學
と
は
相
違
し
た
、
或
る
筋
道
が
考

へ
ら
れ
る
の

は
事
實
で
あ
る
。
之
を
、
今
假
り
に
灘
學

の
構
造
と
言

ウ
て
み
る
鐸
で
あ
る
。
そ
し

て
、
之
を
考
察
す
る
に
當

つ
て

「
下
炬
」
を
取
出
し
た
の
は
、
下
炬
が

一
般

に
語
録
や
公
案
等
と
比
較
し

て
、
叙
述
的
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
帥
ち
貴

賎
老
若
を
-問
は
ず
、
凡
そ
死
者
に
勤
す
る
引
導
法
語

に
該
當
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
下
炬
と
云

つ
て

も
、
そ
の
形
式
に
於
て
仲
た
多
岐
ヒ

渉

つ
て
ゐ
る
。
試

み
に

「
弔
霊
語
藪
」
を
み
る
と
、
月
巷
が
法
眞
大
師

の
爲
に
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せ
ら
れ
た
も

の
と
し
て
、
炬
を
以
て
棺
を
指
し
乍

ら

「
是
眞
耶
是
假
耶
、
勘
破
了
也
」
と
唱

へ
て
火
を
郷
下
し
、
そ

れ
で
濟

ん
で
ゐ
る
や
う
な

の
も
あ
れ
ば
、
共
他
偏
頚

の
み
の
も
の
、
偶
碩
と
著
語
と
の
も
の
、
偶
頚

に
言
句
を
入
れ

て
著
語

で
結
ん
だ
も
の
等

々
色

々
あ
る
。
し
か
し
現
今

で
は
、
大
睦

四
六
文
膿

の
も
の
を
以
て
普
通
と
さ
れ
て
み
る

や
う
に
思

へ
る
。

そ
こ
で
こ

～
で
も
、
此
の
四
六
の
例

に
依

っ
て
考
察
し
て
み
た
い
と
思
ふ
。
し
か
し
軍
に
糸

口
を

出
す
程
度
だ
け
で
あ

つ
て
、
誰
方
か
に
於
て
完

成
さ
れ
ん
こ
と
を
願

ふ
衣
第
で
あ

る
。

二

.

そ
こ
で
、

一
例
を
出
し
て
み
た
い
Q

・

七
十
飴
年
唯

一
機

錦
心
繍

口
極
精
微

忽
然
巧
妙
相
忘
去

促
織
藪
聲
山
月
輝

伏
惟

新
蹄
元

○
○
院
○
O
O
O
居
士

内
包
昌聡
略
一

外
表
凹徳

威
一

愛
裁
噛断

生
死
流
'

一
子
出
家
館
ゴ佛
門
へ

好
施
昌行
仁
慈
術
一

一
子
學
γ馨
出侍
親
聞
一

早
悟
唱人
間
榮
辱
`

黄
梁
牛
熟
夢

晩
知

世̀
上
得
失
一

四
十
九
年
非

薩
…
學

の
構
＼浩
描

二
}
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照岬
闘甲
の
構

浩
噌

(
三
)

㌧

浮
裸

々

氣

宇
如

王̀

赤

洒

々

猫

脱
無

依

到

這
裡

読
"什
慶

兜
率

泥
琿

一

格

外
領
レ旨

一
枝

華

読
昌什
壌

頓
漸

孚
満

一

徽

外
解
γ音
落

韻

詩

引
昌金

色
頭
陀

薇

笑

喚
"文

不
識

漢
,傳
レ衣

清
蓼

々
自

的

々

、-

孤

炮

々
崎
魏

々

、

錐
昌然

與
慶

一更
有
己頑
石
未
レ鮎

レ頭
以
前

一
著

施
竃與
居

士
一去

.

潟

下
金

蓮

一
盃

露

西

風
掃

暑

入
昌紗

韓

一

唄陶

(退
甜耕
甑叩…録
第
}二
巷
三
十
一二
丁
)

大
禮

之
を

三
段

に
み

て
考

へ
る

の
が

普
通

で
は
な

い
か
と
思

ふ
。
即

ち

第

一
段
と

し

て
碩

を
、
第

二
段

と

し

て
四
六

即
ち
起
句
以
下
落
句
迄
を
、
第

三
段
と
し

τ
喝
を
ー

斯
う
云

ふ
具
合

に
分
け
ら
れ
る
と
思
は
れ
る
。
そ
し
て
三
段

と
も
、
結
局

の
と
こ
ろ
何
れ
も
同

一
な

る
も
の
、で
あ

つ
て
、
唯
表
詮
の
立
場
角
度
を
異

に
す

る
の
み
で
あ

る
。
三
段

を
絡
括
し
て
、

一
箇

の
全
謹
を
構
成
し
て
ゐ
る
と
同
時

に
、
各
段
夫
々
に
於
て
も
亦

一
箇

の
全
禮
が
述
べ
ら
れ
て
ゐ
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る
。
郎
ち
、
美

々
の

一
段
が
夫

々
に
全
禮
と
し

て
の
意
味
を
も
ち
乍
ら
、
同
時

に
大
い
な

る
登
膿

に
結
ば
れ
、
且

つ

●
そ
れ

の
構
成
因
子
と
な

つ
て
ゐ
る
、
斯

う
云
ふ
風
に
承
知
さ
れ
る
も

の
と
思
は
れ
る
。

偲
、
下
炬
は
そ
の
性
質

上
、
中

に
就

い
て
生

死
の
問
題
が
圭
と
し
て
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
の
は
當
然
で
あ

つ
て
、
大

、

、

＼

騰

の
と
こ
ろ
、
死

に
托
し
て
眞
の
生

(
不
生
不
滅

の
も

の
)
を
引
導
指
示
し
ゃ
う
と
す

る
と
こ
ろ

に
骨
子
が
あ

る
と

思
は
れ
る
。
古
來
言
は
れ
て
ゐ
る
と

こ
ろ
の
下
炬

の
五
要

(
一
徳

二
死
三
哀
四
活
五
奥
)
と
云
ふ
様
な
も
の
も
、
そ

の
根
本
は
矢
張
り
此
虚
に
あ
る
の
で
あ

つ
て
、
法
理
と
し
て
云

へ
ば

一
生

二
滅
三
不
生

不
滅
と
言

つ
て
も
よ
い
と
考

へ
ら
れ
る
。
更

に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
生
と
謂
ひ
滅
と
謂

ふ
も
、
そ
れ
は
軍
な

る
生
、
軍
な
る
滅

で
は
な
く
て
、

不
生

の
生
、
不
滅

の
滅
の
謂
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
及
び
、
之
は
不
生

不
滅
に
於
て
も
亦
適
用
さ
れ
て
ゐ
る
論
理
で
あ

る
と
云
ふ
こ
と

で
あ

る
。
帥
ち
此
等
の
生
、
滅
、
不
生
不
滅
は
三
帥

一
、

一
帥

三
で
あ

る
繹

で
あ
る
。
こ
の
意
味
合

ひ
が
下
炬
全
膿

に
述

べ
ら
れ
で

ゐ
る
。
即
ち
頚

に
於

て
は
大
膿

「
理
」
と
し
て
、
四
六
に
於
て
絃
「
事
」
に
帥

し
て
、

　

　

も

　

も

喝

に
於

て
は
全

膿
作

用

と
し

て
…

…
…

。
そ

う
し

て
、

之

は
叉
、
頗

が
腱

的

で
あ

り

四
六
が
相

的

で
あ

も
喝

が
用

的

で

あ

る
と

の
見

方
を
も

成
立

せ
し

め
る
や

う

に
思

は
れ

る
。

斯

う

云

ふ
'こ
と
を

み
た
上

で
、

三
段

の
配

列
を

眺
め

る
と

、
第

一
段

は

「
理
」

第

二
段

は

「
事

」

第

三
段

は

「
理

事

無

碍
」

と

云

ふ
風

に
も
考

へ
ら

れ

る
し
、

叉

第

一
段

は

「
膣
」

第

二
段
は

「
相
」

第

三
段

は

「
用
」

と

云

ふ
風

に

も

考

へ
ら

れ

る
。

膿

相
用

と
言

ふ
概

念
を

使

つ
た
方

が
便
利

で
あ

る
か

も
知

れ
な

い
。

そ

こ
で
、

先

づ
膿

相
用

の
配

蝿
W
學

の
構

仙灘

,

,
、

(圏
)
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縄
…
學

の
構

造

(五
)

列
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
次
に
夫
等
燈
相
用
の
各

々
に
就
き
更

に
考
察
を
進
め
て
行
き
た

い
と
思
ふ
。

三

先
づ
、
頗

で
あ
る
が
、
七
十
絵
年
唯

一
機
錦
心
繍

口
極
精
微
は
○
○
居
士
の
生
涯
即
ち
生

の
面
を
述
べ
た
も

の
と

み
ら
れ
、
次
の
忽
然
巧
妙
相
忘
去
で
死
を
、
結
句

の
促
織
数
聲
山
月
輝

で
不
生
不
滅
の
と
こ
ろ
を
夫

々
唱
出

さ
れ
て

・

があ
る
と
み
ら
れ
る
。
帥
ち
生

か
ら
滅

へ
更
に
不
生
不
滅

へ
ー

こ
の
順
序

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
前

に
も
述
べ
た
や
う

　

も

に
生
は
不
生
の
生
で
あ
る
。
七
十
絵
年
唯

一
機
錦
心
哺
口
極
精
微
の
語
は
、
軍
に
居
士
の
生
涯
を

一
面
的

に
述

べ
た

《

も
の
だ
け
で
は
な
い
。
文
字
か
ら
言

へ
ば

「
唯

一
機
極
精
微
」

の
句

で
、
實

は
本
來
底
の
意
味
が
同
時
に
表
詮
さ
れ

＼
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
韓
句

に
於
て
も
、
輩
な

る
死
を
蓮
べ
た
も

の
で
は
な
く
て
、
不
滅
の
滅
で
も
あ

る
こ
と
は

「
巧

妙
」

の
句
で
知
ら
れ
、
更

に
結
句

に
於

て
は
勿
論

「
輝
」

の

一
字

で
蘇
活
す
る
底
め
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
即
ち
何

れ
も
本
來
底
か
ら
遊
離
し
た
謂

で
は
な

い
の
で
あ

る
。
寧
ろ
、
本
來
の
不
生
不
滅
の
と
こ
ろ
か
ら
、
生
と
現
は
れ
死

と
現
は
れ
た
も
の
で
あ

つ
て
、
結
局
不
増
不
減

「
促
織
歎
聲
山
月
輝
」
な
の
で
あ

る
。
こ
の
間

に
、
我

々
は
矢
張
り

　

　

も

理
事
用

の
概
念
を
、
そ
れ
の
配
列
と
し
て
覗
ひ
得

る
ど
思

ふ
。
尤
も
、
そ
れ
は
大
機
大
用
と
し
て

ゴ
あ

る
か
ら
、
直

接

の
表
詮
語

の
上
に
於
て
は
之
を
指
示
分
類

す
る
こ
と

は
出
來
な
い
。
直
接

の
表
詮
語

の
上
に
於
て
、
指
示
分
類
が

　

　

　

出
來
る
の
は
、
生
、
滅
,
不
生
不
滅
と
言

ふ
概
念
的
角
度
だ
け
で
あ

つ
て
、
理
事
用
と
言

ふ
概
念
は
そ
の
裏
面

に
潜

も

も

　

在

す

る
も

の
で
あ

ろ
。
之
を
試

み

に
、
横
で

は
な

く

て
、
縫

の
禮

相

用
と

言

ふ
具
合

に
み

て
置

い
て

も
よ

い
と

思

ふ
。
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も

こ
の
縦
の
饅

相
用
に
加

へ
て
、
横

に
生
、
滅
、
不
生
不
滅
の
論
理
を
示
す
の
が
、
如
上
の
頚

の
概
念
的
構
造
と
云
ふ

　

　

　

謬

に
な

る
が
、
こ
の
論

理
と
錐
も
、
之
を
更
に
考
察
す
れ
ば
、

又
膿
柚
用

の
形
式
と
な
る
。
帥
ち
、
不
生
不
滅
と
言

も

　

　

ふ
こ
と
を
中
心
に
置

い
て
み
る
と
き
、
起
承

の
二
句
け
膿

を
意
味
し
、
輔
句
は
相
を
、
結
句

は
用
を
意
味
す
る
と
み

た

う

ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
就
中
用

に
該
當
す

る

「
促
織
歎
聲
山
月
輝
」
は
、
碩
が
下
炬
全
膿

か
ら
み
て
艦

　

　

　

　

的
な
位
置

に
あ
る
關
係
上
、

「
喝
」

の
如
き
桑
禮
作
用
と
は
そ
の
趣
を
異

に
し
、
所
謂
膿
的
な
用
と
し
て
、
此
庭

に

藝
術
的
文
學
的
方
向
を
辿

る
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
之
は
、
碩

全
膿
に
も
適
用
さ
る
べ
き
鮎

で
あ

つ
て
、
大
凡
輝

に

　

於

て
は
、

常

に
問
題

は

「
帥
今

」

に
在

り
、
概

念

的
論

理

の
世
界

に
佳

し

な

い
こ
と

か
ら

、
理

と

し

て

叉
は
薩

と
し

て
用

ひ

る
と

こ
ろ

、
そ

れ

は
自

つ
か
ら

哲
學

的

で

は

な

し

に
、

藝
術

的

文
學

的

の
表
詮

と
な

る

、

そ

の
結

果

で
あ

る
。

偲

以

上

の
と

こ
ろ

で
、
大
膿

次
の
や

う

に
言

へ
る
と

思

ふ
。

9即
ち
、
碩

に
於
け

る
構

成
と

し

て
、

縦

と
横

と

に

　

も

　

夫

々
膿
相
用

の
構
造
が
あ
り
、
前
者
に
は
大
機

大
用
が
そ
の
根
底
に
置

か
れ
、
後
者
に
は

「
不
生

不
滅

の
論

理
」

が

そ
の
根
底

に
置
か
れ

て
ゐ
る
。

或
ひ
は
、
無
理
に
此
慮
ま

で
分
解
す
る
必
要
は
な
い
と
思
は
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
し
か
し
、
暉
學
に
於
て
は
、
讐

へ
一
宇

一
句
と
錐
も
珠
玉
な

の
で
あ

つ
て
、
輩
な

る
言
句
で
は
な

い
。
何
れ
も
本
分
に
相
鷹
し
、、
而
も
あ
る
べ
き
や

う
に
位
置
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
字

の
絶
封
性
を
理
解
す
る
爲
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
相
當
程
度

の
分
解

は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

灘
…
學

の
構

萢

・

(
六
)

●
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輝

學

の
構

造

・

(
七
)

四

次

に
、
第

二
段

と
し

て

の
四

六
文
膿

に
於

け

る
も

の
に
就

い
て
考

へ
て
み

る
。
.即

ち
、
磯
句

「
伏
惟
」

以

下
落

句

「
潟

下
金

蓮

一
盃
露

西
風
掃

暑

入
二
紗

韓

一」

ま

で

ゴ
あ

る
。
こ

、
に
於

て
、
正
し

く
○

○
居

士

の
居

士
相

を
中

心
と

し

　

て
の
垂
示
が
施
さ
れ
て
ゐ
る
鐸
で
あ

つ
て
、
下
炬
全
膿
か
ら
み
て
相
的

で
あ

る
と
云
ふ
の
も
そ
の
爲
め
で
あ

つ
た
。

　

「
伏
し
て
惟
み
れ
ば
」
だ
け
あ

つ
て
、

一
見
世
俗
的
で
あ
り
、
叙
述
的
で
あ
る
。
叉
相
的

と
言

つ
て
も

「
新
蹄

元
」

　

で
あ

る
か
ら
、
矢
張
り
本
來
の
分
か
ら
眺
め
ら
れ
た
相

で
あ

つ
て
、
軍
な
る
傳

記
の
類

で
も
な

い
こ
と
は
勿
論

で
あ

る
。
そ
の
骨
子
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
碩

の
場
合
と
同
じ
く
、
生
か
ら
滅

へ
、
更

に
不
生
不
滅

へ
の
過
程
に
外
な
ら
な

　

い
。
そ
こ
で
、
此
の
過
程
に
鷹
じ
て
、
大
禮

之
も
三
項
に
分
け

て
考

へ
ら

れ

る
と

思

ふ
の
で
あ

る
。
即
ち

「
到
這

裡
〔

迄
を
第

一
項
と
し
、
○
○
居
士
の
生
涯

の
こ
と
、

「
到
這
裡
」
以

下

「
錐
然
與
塵
」
迄
を
第
二
項
と
し
、
死
の

當
燈

に
、「
錐
然
與
塑
」
以
下
を
第

三
項
と
し
、
蘇
活

の
と
こ
ろ
を
夫
々
述

べ
た
も

の
と
し
て
、
分
け
て
み
る
の
で
あ

る
。
文
面
の
説
明
は
、
、
素
よ
り
此
の
小
考

の
企

て
以
外
で
あ
る
の
で
、
嚢

の
碩

に
於
け
る
と
同
檬
之
を
省
略
し
て
、

直
ち

に
構
造
に
就
い
て
み
て
行
く
こ
と
に
す
る
。

先
づ
、
此
等

三
項
が
、
生
、
・滅
、
不
生
不
滅

の
配
列
に
あ
る
こ
と
は
、
今
み
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
此
等
も
勿
論

軍
な

る
生
、
滅
、

不
生
不
滅
で
は
な
く
し
て
、
生

に
於
て
は

「
津
裸

々
」

「
赤
洒
々
」

で
あ
り
、
滅

に
於

て
は

「
自

的

々
」
「
蛸
魏

々
」
で
あ
り
、
不
生
不
滅

に
於

て
は

「
西
風
掃
レ暑
入
紗
レ偉
」

で
あ
る
こ
と

に
於

て
、
夫
々
不
生
不
滅
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の
論
理
を
持

っ
て
ゐ
る
と
み
ら
れ

る
.
換
言
す
れ
ば
、
総
じ
て

「
有
り
の
儘
」
が
妥
當
と
な

ウ

て

ゐ

る
、

生
や
慈

も

　

壌

、
死
や
急
慶

で
あ
る
。

こ
～
に
於

て
、
矢
張

り
此
庭
に
も
縦
の
膿
相
用
が
考

へ
ら
れ
る
課
で
あ
る
が
、
此
の
場
合

は
頚

の
場
合

で
は
表
面

に
現
は
れ
な
か

つ
た
も

の
が
、
到
然
と
現
は
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
、
縦
の
膿
相
用
と
言
ふ
べ
き

こ

も

し

も

の
が
、
此
庭

で
は
、
そ

の
ま

～
樹
の
膿
相
用
と
し
て
表
現
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
居
士
相
の
立
場
を
中
心
と
し

●

た
叙

蓮
で
あ
る
爲
め
で
あ
る
。
居
土
相
そ
の
も
の
を
基
底
と
し
て
、
生
、
滅
、
不
生
不
滅

の
各
場
合
を
通
観
す
れ
ば

　

　

も

　

生

は

「
澤
裸
々
赤
洒
々
」
な
る
が
故

に
膣
、
滅
は

「
自
的
々
哨
観
…々

」
な
る
が
故
に
相
、
不
生
不
滅
は

「
西
風
掃
ゾ

　

暑
入
二
紗
偉
」
な
る
が
故

に
用
と
云
ふ
具
合

に
該
當
せ
し
め
得
る
。
即
ち
、

第

一
項
か
ら
順

次
に
、

髄
相
用
の
配
列

う

も

も

に

あ

る

こ
と
を

知

る
の

で
あ

る
。

之

は
、

大
機

大
用

が
文

字

の
相
を
借

り

て
、

相
的

に
作

用
す

る
爲

め

で
あ

今
て
、

、
m

一
見

「
読
明
」

の
色
彩
を
帯
び
て
ゐ
る
。

一
般
に

「
親
切
町
寧
」
と
か

「
老
婆

親
切
」

と
か
言

は
れ
る
の
も
、
斯
う

し
た
場
合
を
謂
ふ
課
で
あ

る
。
こ
の

「
親
切
町
寧
」
は
、
更

に
者
項
目
に
於

て
、
夫

々
叉
膿
相
用
の
三
目
に
渉

つ
て

施

さ
れ
て
あ
る
こ
と
を
我

々
は
結
論
と
し

て
み
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ

る
が
ふ
之
は
考
察
過
程
を
省
略
し
て
、
次

の
や
う
に
唯
指
摘

し
て
置
く
に
止
め
た
い
。

.

第

一
項

内
包
聡
略
外
表
徳
威

(
盤
)

愛
戴
断
生
死
流

一
子
出
家
蹄
佛
門

好
施
行
仁
慈
術

一
子
學
讐
侍

親
閲

(
相
)

鎧
…
學

の
構

造

(八
)



縄
學

の
構

造

早
悟
人
間
榮
辱

黄
梁
牛
熟
夢

晩
知
世
上
得
失

四
十
九
年
非

浮
裸
々

氣
宇
如
玉

(
用

)

(
.九

)

赤
洒
々

猫
脱
無
依

到
這
裡
読
什
肇
兜
牽
泥
攣
格
外
領
旨

一
枝
華

設
什
磨
頓
漸
牛
満
…徽
外
解
音
落
韻
詩

引
金
色
頭
陀
微
笑

,

◎

笛
二
項

(
膿

)

喚
文
不
識
漢
傳
衣

清
蓼
々
自
的
々

孤
遍
々
蝟
魏
々

(
相

)

(
用
)

第
三
項

錐
然
與
嬢
更
有
頑
石
未
鮎
頭
以
前

一
著
施
與
居
士
去
…

潟
下
金
蓮

一
盃
露
西
風
掃
暑
入
紗
偉

喝

〈
艦
)

(
相
)

(
用
)

む

む

　

　

　

斯
う
し
て
み
る
と
、
相
と
し
て
の
此
の

四
六
文
騰

に
於
て
、

そ

こ

に

は
相
と
し

て
の
騰
相
用
が
配
列
さ
れ

て
居

　

　

　

　

　

　

し

り
、
そ
の
配
列
は
縦

の
膣
相
用
と
横
の
膿
相
用
と
の

一
致

で
あ
る
こ
と
、
帥
ち
大
機
大
用
を
基
底
と
す
る
表
顯
が
、

n2



　

　

　

不
生
不
滅
の
論

理
を
基
底
と
す
る
表
顯
と

一
致
し
て
ゐ
る
こ
と
、
更

に
そ
の

一
致
の
故

に
、
各

々
の
膣
相
用

に
更

にむ

騰
相
用
の
構
成
を
持

つ
に
至

つ
て
ゐ
る
こ
と
が
、
結
論
と
し

て
現
は
れ
て
ゐ
る
と
思

ふ
。
之
を
第

一
段

に
於
け

る
膣

　

　

も

む

と
し
て
の
膿
相
用
の
場
合
と
比
較

す
る
と
、
艦

の
場
合
は
表
詮
が
文
學
的

で
あ

る
が
、
こ
の
場
合

に
は
説
明
的
と
な

　

　

も

も

　

も

ぬ

ぼ

ゐり

つ
て
居

り
、
叉
膿
の
場
合
は
縦

の
膿
相
用
と
構

の
禮
相
用
と
が
表
裏

二
を
作
し
て
ゐ
た
の
が
、
こ
の
相
の
場
合
に
は

の

表
顯
し
て

一
謄
と
な

つ
て
ゐ
る
こ
と
、
及
び

一
禮
の
故
に
更
に
細
か
べ
横

の
艦
相
用
が
展
開

さ
れ
で
ゐ
る
こ
と
等
が

知
ら
れ
る
と
思

ふ
。

一
鷹
、

こ
の
程
度

に
し
て
置

い
て
、
第
三
段
を
み
や
う
。

五

第

三
段

は
、
表
面
非
常

に
簡
輩

で
あ

る
。
唯

一
喝

で
そ
れ
で
全
膿

で
あ

る
。
尤
も

「
喝
」
は
第

二
段
第
三
項
に
も

そ
れ
の
第

三
目
と
し
て
、

一
度
取
上
げ

て
み
に
の
で
あ
る
。
郎
ち
、
向
上
の

一
著
子
と
し

て
の
薯
語

「
潟

下
金
蓮

一

盃
露
西
風
掃
〆
暑

入
二
紗
偉
〕

の
終
止
符
と
し
て
、
そ
の
當
禮

の
表
顯
と
し

て
、
'便
宜
上
み
て
置
い
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の

「
喝
」
は
當
初
に
言

つ
た
や
う
に
、
登
膿
作
用
な
の
で
あ

つ
て
、
そ
れ

噌
箇
を
以
て
全
艦
と
し
て
の
意

味
が
具
備
さ
れ

て
ゐ
る
も

の
で
あ
る
。
帥
ち
燈

相
用
の
悉
く
を
、
そ
れ
の
中

に
意
昧
と
し
て
持

つ
て
ゐ
る
。
未
だ
他

に
言
ひ
方
も
あ

る
と
思
ふ
が
、
今
迄
使
つ
て
來
た
概
念
か
ら
み
る
と
、
大
膿
そ
う
言

ふ
風
に
述
べ
ら
れ

て
よ

い
と
思

　

も

　

ふ

。
膿

相

用
を

具
備

し

た
上

で

の

「
喝
」

で
あ

る
。

向

上
底

の

「
一
口
吸
蓋
し

で
あ

る
。

で
あ

る
と

こ
ろ

か
ら

、

此

　

む

む

　

　

も

の

第

三
段

は
前

二
段

の
膣

相

に
封

し

て
、

正
し

く
用

に
位
置

す

る
と
同

時

に
、

そ
れ

自
謄

の
裡

に
更

に
鱒

和
用

の
配

暉

學

の
構

批旭

.

(
一
〇
)
.

脳

ー
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輝
一
學

の

謹
肛
造

(
一
一
)

　

　

　

列
す
る
こ
と
を
肯
定

せ
し
め
ら
れ
る
。
そ
の
内
部
的
な
方
面

に
就

い
て
言

へ
.ば
、
縦

に
も
横

に
も
膿
相
用
は
配
列

さ

む

　

も

　

れ

て
ゐ
る
諜

で
あ

る
。

縦

に
も
横

に
も

あ

る
筈

で
は

あ

る
が
、
何

れ

の
も

の
も
用

と

し
て

の
膿
相

用

で
あ

る
が
爲

め

・

に
、
.
表

面
之

を
窺

ふ
こ
と
は
出

來
な

い
、

つ
ま
り

、
大

機
大

用

そ

の
も

の
で
あ

る
が
爲

め
に
、

大

機

大
用

を
某
底

之

も

　

も

　

　

　

し

す
る
醗

捌
用

の
匿

別
も
み
る
こ
と
が
出
來
な
い
し
、
叉
不
生
不
滅

の
論

理
を
墓
底
と
す
る
禮
和
用

の
爾
別
も
み
る
こ

と
は
出
來
な

い
◎
示
さ
れ
て
あ

る
の
は
、
、唯

「
看
々
」
の
世
界

の
み
で
あ
る
。

以
上
の
と
こ
ろ
で
、

一
鷹
下
炬
全
膣
を
通
し
て
藤
學
と
し
て
の
構
造
を
考

へ
て
み
る
と
、
那

一
箇
が
膿
相
用
に
展

開

し
つ
～
、
そ
の
各
々
の
禮

相
用
に
於
て
も
那

一
箇

の
面
目
を
保
持
し

つ
、
更

に
騰
相
用
.の
構
造
に
展
開
す
る
。
展

開
し

つ
～
、
そ
れ
が
那

一
箇

の
面
目
を
保
持
す
る
と
こ
ろ
に
』
の
全
饅
を
結
成
す
る
。

一
の
秦
膣

を
結
成
す
る
と
こ

ろ
、
實

は
那

一
箇

一L
還

元
し
て
ゐ
る
と

云
ふ
こ
と
を
知
る
。
帥
ち
、
灘
學
は
先
づ
、
展
開

で
あ
り
,乍
ら
同
時

に
還
元

で
あ

る
之
こ
ろ

の
意

昧
を
持

つ
。
そ
し

て
、
そ
①
展
開

で
あ
り
乍
ら
同
時
に
選
元
で
あ

る
爲
め
の
構
造
と
し
て
、
藤

學
は
立
燈
幾
何
學
的
形
式
を
持

つ
。
即
ち
、
横
の
騰
相
用
が
縦

の
膿
相
用

に
帥
し
り

、
更
に
膿
相
用
と
展
開
、
之
が

叉
相
懸
す
る
縦
の
膿
相
用
に
即
し

つ
～
更
に
膿
相
用
と
展
開
す
る
と
云

つ
た
構
造
で
あ

る
。

こ
の
縦
の
禮
相
用
が
常

に
横

の
そ
れ
を
即
慮

せ
し
め
て
ゐ
る
こ
と
に
、
暉
學
と
し
て
、
他

の
佛
敢
學
と
相
違
し
た
黙
と
し
て
、
特
性
づ
け
る

乙
と
が
出
來
る
と
思
は
れ
る
。

そ
こ
で
、
此

の
縦

の
膿
相
用

に
就
、い
て
、
も
う
少
し
考

へ
て
み
る
こ
と

に
す

る
。

'

六
.
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縦

の
膿
相
用
は
、
大
機
大
用
の
側
で
あ
る
。
灘
學
が
軍
な

る
學
問
で
は
な
し
に
、
灘
學
と
し
て
意
味
を
も

つ
て
ゐ

る
の
も
、
唯

こ
の
縦
の
面
を
具
備
す
る
が
故
だ
と
も
考

へ
ら
れ
る
。

一
般

に
概
念
は
そ
れ
自
膿
他
の
概
念
を
朶

み
、

叉
他

の
概
念
に
制
約

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
軍
な

る
概
念

の
世
界

は
、
永
遠
に
同

一
卒
面
を
彷
雀
す
る
に
止
ま
る
。
し

か
し
灘
學
に
於
て
は
、
常

に
飛
躍
が
あ

る
、
李
面
の
世
界
は
そ
れ
の

一
部

で
は
あ
る
が
、
決
し
て
蚕
膿

で
は
な
い
。

冷
謄
　
は
卒
面
で
は
な
く
て
、
寧
ろ

立
艦
的

で
あ
る
。
成
程
、
膿

.
相
、
用
と
云
つ
た
こ
と
は
、

一
般

で
も
考

へ
ら
れ

る
。
本
質
、
形
相
、
作
用
は
如
何
な

る
も
の
に
就

い
て
む
容
易
に
考

へ
ら
れ
る
要
素
な
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
考

へ

ら
れ
て
ゐ
る
面

は
、
結
局
唯
李
面
上
の
こ
ど
に
過
ぎ
な
い
。
例

へ
ば
、
机
と
云
ふ
も
の
を
假

に
考

へ
て
來
て
も
、

そ

れ
の
本
質
や
形
相
や
作
用

や
は
、
誰
し
も
容
易

に
考

へ
る
こ
と
が
出
來
る
か
も
知
れ
な

い
。
出
來
る
か
も
知
れ
な

い

が
、
何
が
机
に
な

つ
た
の
か
、
何
故
机

に
な

つ
て
ゐ
る
の
か
、
畢
覧
机
と
は
如
何
と
言

ふ
こ
と
に
な
る
と
、
誰
し
も

考

へ
は
及
ば
な

い
。
換
言
す
れ
ば
、
机
か
ら
出
登
す
る
こ
と
は
出
來
る
が
、
机
を
意
味
付
け
て
ゐ
る
も
の

～
世
界
か

ら
出
登
す
る
こ
と

は
出
來
な
い
。

こ
の
机
を
意
味
づ
け
る
と
こ
ろ
の
世
界
が
、
灘
學

の
基
底
で
あ
b
、
そ
の
意
味
づ

け

に
、
膣
相
用
の
角
度
を
持

つ
て
ゐ
る
鐸
で
あ
る
。
何
が
机
に
な

つ
た
の
か
、
何
故
机
に
な

っ
巾
の
か
、
畢

覧
机
と

は
如
何
、
こ
う
云

ふ
鮎
が
縦
の
膣
相
用

の
面
な

の
で
あ
る
。
此
の
縦

の
燈
相
用
が
、
灘
學
に
於

て
は
常
に
具
備
さ
れ

て
ゐ
る
が
爲
め
に
、
概
念

の
世
界

に
停
住
す
る
こ
と
な
し
に
、

「
即
今
」

の
世
界
を
常
に
確
立
す
る
と
云
ふ
鐸
で
あ

る
o

加押
學

の
構

浩
殉

、

(
一
二
)
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謹
}
學

の

構

造

(
一
三
)

嚢

の
頚

に
於

て
、
前

三
句

に
比
.べ
て
結
句

「
促

織
数
聲

山
月
輝
」

は
著
し

く
飛
躍

的

で
あ

る
、

飛
躍

的

で
あ

る
と

同

時

に

「
帥
今
」

的

で
あ

る
。

不
生

不
滅
を

理
と

し

て
述

べ
た
も

の
が

、
、之

で
あ

つ
た

こ
と
を

思

へ
ば
、
灘

學

に
於

　

　

　

て
は
、
理
と
錐
も
軍
な
く
理
で
は
な
く
て
理
事
無
碍
の
理
で
あ
る
こ
と
が
了
解

さ
れ
や
う
。
之
は
、
膿
相
用
が
横
に

展
開
し
た
と
言

ふ
だ
け
で
は
、
此
の
結
果
は
得
ら
れ
な

い
の
で
あ

つ
て
、
寧

ろ
縦
の
展
開
が
圭

に
な

つ
て
ゐ
る
が
爲

　

め
の
結
果

で
あ
る
。
衣
の
四
六
文
禮

に
於

て
も
、
落
句

「
潟

下

一
盃
金
蓮
露
西
風
掃
暑
入
紗
偉
」

は
、
不
生
不
滅
を

事
と
し
て
述
べ
た
も
の
で
あ

つ
た
が
、
之
も

「
浮
裸
々
」
や

「
自
的
々
」

と
比
べ
る
と
、
著
し

く
飛
躍
的
で
あ
る
と

同
時

に

「
即
今
」
的
で
あ

つ
て
、
輩
に
李
面
的
な
る
配
列
と
し
て
の
膿

相
用
上
の
地
置

に
は
居
な

い
。

「
轄
身
の

一

句
」
と
か

「
向
上
の

一
著
子
」

と
か
言

は
れ
、

こ
、
で
は

「
頑
石
未
黙
頭
以
前
の

一
著
」
団
と
言
は
れ
て
ゐ
る
が
、
之

が
無
け
れ
ば
、
灘

の
宗
旨
は
な

い
と
さ
え
言
は
れ
る
程
、
重
要
覗
さ
れ

る
だ
け
あ
つ
て
、
配
列
上
に
も

一
見
特
色
を

帯
び
て
ゐ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
最
後

の

一
喝
、
こ
の

「
喝
」
も
前

の
四
六
や
頗

に
於
け
る
趣
と
比

べ
る

　

.と

、
全

く
思
路

を

絶
し

て
ゐ
る
。

軍

に
用

と

し

て
規

定

出
來

ぬ
程
飛
躍

的

で
あ

る
。
既

に
、
前

二
種

、炉
言

句

で
あ

る

、

に
甥

し

て
、

之

は
行
爲

と

も
言

ふ
べ
き

性
質

で
あ

る
。

月

庵
灘
師

が

「
是
眞

耶

是
假

耶
、
勘

破

了

也
」

と
言

つ
て
、

も

　

も

　

　

　

途

に
炬

を
郷

下
し

た
と

言

ふ
、

そ

の
炬

を
郷

下
す

る
と

こ
ろ
と
同

一
規

に
在

る
か
ら

で
あ

る
。

斯

う
し

て
み

る
と
、
嚢

に
輝

學

の
構

造

と
し

て
、

騰
相

用

の

立
禮

的

展
開

が
言

は

れ
た
が

、

そ

の
展

開

は
、
實

は

も

　

　

用
を
中
心
と
し
た
展
開
な
の
で
あ

つ
て
、
規
が
用
に
卸

し
乍
ら
、
縦

に
も
横

に
も
騰
相
用
と
展
開
す
る
1

大
禮
か
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う
云
ふ
風

に
見
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
融
の
で
は
な

い
か
之
考

へ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
立
燈
的
構
造
膿
は
、
大
に
し
て

は
天
地
と
同

一
膿
と
な
り
、
小

に
し
て
は

一
毛
頭

に
蹄
す
る
。
そ

こ
迄
は
暫
く
措
く
と
し
て
、

こ
の
膿
相
用
の
立
膿

的
構
造
禮
に
於
て
、
縦
横
の
交
斜
鮎
が
、
卒
面
上
に
も
立
面
上
に
も
無
歎
に
考

へ
ら
れ
る
。
此
等

の
交
錯
鮎

の
或
る

黙

に
灘
文
學
が
位
置
し
、
或
る
黙

に
縄
哲
學
が
位
置
し
、
或

る
黙

に

「
作
用
」
が
位
置
し
、
其
他
諸
種
の
暉
文
化
が

夫
々
の
鮎

に
位
置
す
る
と
言
ふ
こ
と
に
な
る
鐸
で
あ
る
。
臨
濟
録

に
出

て
來
る

「
三
玄

三
要
」

の
意
味
す
る
構
造
I

l

一
句
語

に
須

く
三
玄
門
を
具
す
べ
し

一
玄
門

に
須
く
三
要
を
具
す

べ
し
と
あ
る
垂
示
よ
り
我

々
が
得
ら
れ

る
概
念

　

的

構

造
1
ー

が

、
矢
張

り

同
様

な

も

の
で
あ

つ
て
隔

此

の
「
用

を

主
膿

と

し

て

の
膿
相

用

の
立
燈

的

展
開
」
と
云

ふ
と

こ

ろ

に
、
暉

學

の
構
造

が
考

へ
ら
れ

6

の

で
は
な

い
か
と
思

ふ
。
尤

も
言

ひ
審

せ
ぬ
と

こ
ろ

も
あ

り
、

問
題

も
色

々

残

つ
て
ゐ

る
や
う

で

は
あ

る
が
、

極
く

大
雑
把

に
み

て
、
大
騰

以

上

の
や

う

に

み
ら

れ

る

の
で
は

な

い
か

と
思

ふ
。

(
山
ハ
、

三

(∪
)
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